
の有効求人倍率は、55～59歳で0.23倍、60～

64歳で0.19倍、65歳以上で0.75倍となっており、

年齢層を問わず厳しい雇用情勢（全年齢合わせ

た完全失業率は5.3％、有効求人倍率は0.70倍）

の中にあっても、高齢者、とりわけ60～64歳

の年齢層の雇用情勢は極めて厳しいものとなっ

ている（図１－２－27）。

（1）高齢者の健康

ア　健康状態

高齢者の健康状態についてみると、平成13

（2001）年における65歳以上の高齢者（入院者

を除く｡）の有訴者率（人口1,000人当たりの病

気やけが等で自覚症状のある者の数）は502.7

と半数以上の者が自覚症状を訴えている。

一方、日常生活に影響のある65歳以上の高

齢者（健康上の問題で、日常生活の動作・外
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資料：内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（平成15年）�

失業し�
ている�

学校を�
卒業した�

収入を得�
る必要が�
生じた�

知識や技�
能を生か�
したい�

社会に�
出たい�

時間に�
余裕が�
できた�

健康を�
維持し�
たい�

その他�

男�

女�

65歳以上�
　 65～74歳�
　 75歳以上�
（参考）35～64歳�

65歳以上�
　 65～74歳�
　 75歳以上�
（参考）35～64歳�

14.7�
15.4�
5.2�
64.6�
8.0�
8.4�
2.2�
21.5

0.0�
0.0�
－�
0.1�
0.0�
0.0�
－�
0.0

19.7�
20.2�
14.1�
10.6�
31.4�
31.5�
29.0�
35.2

17.3�
17.0�
22.0�
7.5�
6.4�
6.3�
7.5�
7.5

4.3�
4.3�
3.7�
2.7�
4.1�
4.1�
5.4�
6.7

6.9�
7.2�
2.6�
2.7�
12.3�
12.2�
14.0�
16.6

28.6�
27.7�
40.3�
6.6�
26.1�
26.0�
26.9�
5.3

8.3�
8.0�
12.0�
5.2�
11.4�
11.1�
16.1�
7.0

（％）�

表１－２－26 高齢就業希望者の就業希望理由別割合（若年層参考掲載）
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資料：総務省「労働力調査」、厚生労働省「職業安定業務統計」��
（注）「完全失業率」は年平均、「有効求人倍率」は各年10月の値である。��
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図１－２－27 年齢階級別にみた完全失業率、有効求人倍率

３ 高齢者と健康・福祉



出・仕事・家事・学業・運動・スポーツ等に影

響のある者。入院者を除く｡）の割合は、平成

13（2001）年において、高齢者人口1,000人当

たりで235.0と、有訴者の割合と比べると半分

以下となっている。これを年齢別、男女別にみ

ると、年齢層が高いほど大きく上昇し、またい

ずれの年齢層においても女性が男性を上回って

いる（図１－２－28）。

この日常生活への影響を内容別にみると、外

出（時間や作業量などが制限される）が104.1、

日常生活動作（起床、衣服着脱、食事、入浴な

ど）が102.4と高くなっており、次いで仕事・

家事・学業（時間や作業量などが制限される）

が92.7、運動・スポーツ等が62.3となっている。

男女別では、男性は日常生活動作、女性は外出

が最も高くなっている（図１－２－29）。

高齢者の健康についての意識をみると、「よ

い」、「まあよい」、「ふつう」と思っている者の

割合（入院者を除く｡）は、男女とも、65～74

歳では３分の２以上、85歳以上でも２分の１以

上を占めている（図１－２－30）。

これを先にみた高齢者の有訴者率と比較する

と、高齢者は、何らかの自覚症状があっても、

必ずしも健康状態を悪いと意識しているわけで

はないことがうかがえる。

イ　健康の維持増進のために心掛けていること

健康の維持増進のために日ごろ心掛けている

ことについてみると、「休養や睡眠を十分とる」

が 60.4％と最も高く、次いで「規則正しい生活

を送る」53.0％、「栄養のバランスのとれた食

事をとる」49.5％の順となっている（図１－
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資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成13年）��
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図１－２－28 65歳以上の高齢者の有訴者率及び日常生活に影響のある者の率
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資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成13年）�
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図１－２－29 日常生活に影響のある者の率
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図１－２－30 健康についての意識
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資料：内閣府「高齢者の健康に関する意識調査」（平成14年）��
（注）全国65歳以上の男女を対象とした調査結果�
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図１－２－31 健康の維持増進のために心掛けていることの内容

資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成13年）�
（注）健康診断等の受診状況の「総数」には「不詳」を含む。�
　　　（　）内は「総数」に対する構成割合（単位：％）�

総　数� 過去１年間に健康診断や�
人間ドックを受けたことがある� 受けたことがない�

世帯人員数（単位：千人）�
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�
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表１－２－32 過去１年間の健康診断等の受診状況
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資料：厚生労働省「患者調査」（平成14年）より作成�
（注）受療率とは推計患者数を人口で除して人口10万対であらわした数�
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表１－２－34 主な傷病別にみた受療率（人口10万対）
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資料：厚生労働省「患者調査」��
（注）受療率とは推計患者数を人口で除して人口10万対であらわした数�

（年）� （年）�

（各年齢層別人口10万対）� （各年齢層別人口10万対）�

3,706
11,481

入　院� 外　来�

図１－２－33 受療率の推移

２－31）。

また、健康診断等の受診についてみると、65

歳以上の高齢者の約6割の者が、過去１年間に

健康診断や人間ドックを受けたことがあるとし

ている（表１－２－32）。

ウ　傷病状況

65歳以上の高齢者人口10万人当たりの推計

患者数の割合を示す受療率は、平成14（2002）

年において、入院が3,706、外来が１万1,481と

なっている。これは、調査日に、65歳以上の高

齢者の3.7％が入院しており、11.5％が外来を受

診していることを示している。他の年齢階級に

比べて高い水準であるが、近年は安定的に推移

している（図１－２－33）。

高齢者の受療率が高い主な傷病をみると、入

院では、脳血管疾患（男性718、女性900）、悪

性新生物（がん）（男性520、女性263）となっ



ている。外来では、高血圧性疾患（男性1,368、

女性1,953）、脊柱障害（男性1,174、女性1,269）

となっている（表１－２－34）。

高齢者の死因となった疾病をみると、65歳以

上の高齢者人口10万人当たりに対する死亡者

数を示す死亡率は、平成14（2002）年において、

がんが972.8と最も高く、次いで心疾患553.6、

脳血管疾患484.4の順になっており、これら三

つの疾病で高齢者の死因の６割を占めている

（図１－２－35）。
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資料：厚生労働省「人口動態統計」�
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図１－２－35 65歳以上の高齢者の主な死因別死亡率の推移

資料：厚生労働省「平成14年度介護保険事業状況報告年報」�
（注１）平成14年度末現在�
（注２）（　）内は認定者総数に占める割合（単位：％）�

被保険者総数�
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（11.9）�

�
390,451�
（11.7）�
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認定者総数� 要支援� 要介護１� 要介護２� 要介護３� 要介護４� 要介護５�
（単位：人）�

表１－２－36 要介護等高齢者の状況（要介護等認定者数）


